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インターバンクの声 （2017 年 12 月 19 日） 
 

週明けのロンドン、ニューヨーク市場でも相場の手掛かりとなる材料に乏しく、ドル円

も米税制改革法案の年内成立期待だけでは、東京時間に付けた 112 円 83 銭のド

ル高値を更新することは出来なかった。むしろ 112 円台中盤ではドル売りで持ち高

調整する市場参加者も多く、一旦は 112 円 32 銭まで下落している。昨日は東京に

続いて海外でも株価が堅調だったにも関わらず円売り・ドル買いが進まず、米金利

の変化にもドルが敏感に反応するようなこともなかった。ポジションの傾きも市場が想

定しているよりも小さくなっているのかもしれない。欧州勢を中心に取引が活発化し

ているのがユーロやポンドの相場だが、ドイツの連立協議の進展期待や英国の欧州

連合からの穏健離脱への期待感だけではユーロやポンドを買い続けるわけには行

かないだろう。米税制改革法案は一両日中にも成立する見通しのようだが、市場が

これを本当に織り込んでいるかどうかは不透明で、ドル円も 112 円台中盤前後では

手を出さない人が多くなっている。 
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